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【手続補正書】
【提出日】平成28年5月25日(2016.5.25)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　１組の情報ビットを受信することと、
　マッチトリフトＬＤＰＣ符号に基づいてコードワードを生成するために、低密度パリテ
ィ検査（ＬＤＰＣ）符号化演算を前記１組の情報ビットに実行することと、ここにおいて
、マッチトリフティングが可換リフティング群に基づく、ここにおいて、前記ＬＤＰＣ符
号が、いくつかのパリティビットと、前記パリティビットの値を決定するための副行列と
を含む、ここにおいて、
　　前記リフティング群の位数（Ｚ）が前記リフティングのサイズに対応し、
　　前記副行列の行列式が、ｇａ＋（ｇ０＋ｇＬ）Ｐの形式の多項式であり、ここで、
　　　ｇ０は前記群の単位元であり、

【数１】

であり、
　　　正整数ｋおよびＬに対して、Ｚ＝２ｋ×Ｌであり、
　　　非負のｌ＜ｋに対して、ａ＝２ｌ×Ｌであり、
　　　Ｐは、前記リフティング群に関連付けられた２値群環の任意の非ゼロ元である、を
備えるデータ符号化の方法。
【請求項２】
　前記リフティング群が巡回群であり、ここにおいて、
　　ｇｉはｘｉと同一に扱うことができ、
　　前記副行列の前記行列式が、ｘａ＋（１＋ｘＬ）Ｐ（ｘ）の形式を取り、ここで、Ｐ
（ｘ）は少なくとも２つの項を有し、２ｋＬ＝０モジュロＺである、請求項１に記載の方
法。
【請求項３】
　前記副行列が、その行および列の置換を除いて、上三角である、請求項１に記載の方法
。
【請求項４】
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　前記副行列の第１の副対角線より下の元が０に等しい、請求項３に記載の方法。
【請求項５】
　プログラム命令を備える非一時的コンピュータ可読記憶媒体であって、前記プログラム
命令が、通信デバイス内に設けられたプロセッサによって実行されたとき、前記プログラ
ム命令により、前記デバイスが、
　１組の情報ビットを受信し、
　マッチトリフトＬＤＰＣ符号に基づいてコードワードを生成するために、ＬＤＰＣ符号
化演算を前記１組の情報ビットに実行する、ここにおいて、マッチトリフティングが可換
リフティング群に基づく、ここにおいて、前記ＬＤＰＣ符号が、いくつかのパリティビッ
トと、前記パリティビットの値を決定するための副行列とを含む、ここにおいて、
　　前記リフティング群の位数（Ｚ）が前記リフティングのサイズに対応し、
　　前記副行列の行列式が、ｇａ＋（ｇ０＋ｇＬ）Ｐの形式の多項式であり、ここで、
　　　ｇ０は前記群の単位元であり、
【数２】

であり、
　　　正整数ｋおよびＬに対して、Ｚ＝２ｋ×Ｌであり、
　　　非負のｌ＜ｋに対して、ａ＝２ｌ×Ｌであり、
　　　Ｐは、前記リフティング群に関連付けられた２値群環の任意の非ゼロ元である、非
一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項６】
　前記リフティング群が巡回群であり、ここにおいて、
　　ｇｉはｘｉと同一に扱うことができ、
　　前記副行列の前記行列式が、ｘａ＋（１＋ｘＬ）Ｐ（ｘ）の形式を取り、ここで、Ｐ
（ｘ）は少なくとも２つの項を有し、２ｋＬ＝０モジュロＺである、請求項５に記載の非
一時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項７】
　前記副行列が、その行および列の置換を除いて、上三角である、請求項５に記載の非一
時的コンピュータ可読記憶媒体。
【請求項８】
　前記副行列の第１の副対角線より下の元が０に等しい、請求項７に記載の非一時的コン
ピュータ可読記憶媒体。
【請求項９】
　１組の情報ビットを記憶するメモリと、
　符号器と、ここにおいて、前記符号器が、
　　マッチトリフトＬＤＰＣ符号に基づいてコードワードを生成するために、ＬＤＰＣ符
号化演算を前記１組の情報ビットに実行する、ここにおいて、マッチトリフティングが可
換リフティング群に基づく、ここにおいて、前記ＬＤＰＣ符号が、いくつかのパリティビ
ットと、前記パリティビットの値を決定するための副行列とを含む、ここにおいて、
　　　前記リフティング群の位数（Ｚ）が前記リフティングのサイズに対応し、
　　　前記副行列の行列式が、ｇａ＋（ｇ０＋ｇＬ）Ｐの形式の多項式であり、ここで、
　　　　ｇ０は前記群の単位元であり、

【数３】

であり、
　　　正整数ｋおよびＬに対して、Ｚ＝２ｋ×Ｌであり、
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　　　非負のｌ＜ｋに対して、ａ＝２ｌ×Ｌであり、
　　　　Ｐは、前記リフティング群に関連付けられた２値群環の任意の非ゼロ元である、
を備える通信デバイス。
【請求項１０】
　前記リフティング群が巡回群であり、ここにおいて、
　　ｇｉはｘｉと同一に扱うことができ、
　　前記副行列の前記行列式が、ｘａ＋（１＋ｘＬ）Ｐ（ｘ）の形式を取り、ここで、Ｐ
（ｘ）は少なくとも２つの項を有し、２ｋＬ＝０モジュロＺである、請求項９に記載のデ
バイス。
【請求項１１】
　前記副行列が、その行および列の置換を除いて、上三角である、請求項９に記載のデバ
イス。
【請求項１２】
　前記副行列の第１の副対角線より下の元が０に等しい、請求項１１に記載のデバイス。
【請求項１３】
　１組の情報ビットを受信するための手段と、
　　マッチトリフトＬＤＰＣ符号に基づいてコードワードを生成するために、ＬＤＰＣ符
号化演算を前記１組の情報ビットに実行するための手段と、ここにおいて、マッチトリフ
ティングが可換リフティング群に基づく、ここにおいて、前記ＬＤＰＣ符号が、いくつか
のパリティビットと、前記パリティビットの値を決定するための副行列とを含む、ここに
おいて、
　　　前記リフティング群の位数（Ｚ）が前記リフティングのサイズに対応し、
　　　前記副行列の行列式が、ｇａ＋（ｇ０＋ｇＬ）Ｐの形式の多項式であり、ここで、
　　　　ｇ０は前記群の単位元であり、
【数４】

であり、
　　　正整数ｋおよびＬに対して、Ｚ＝２ｋ×Ｌであり、
　　　非負のｌ＜ｋに対して、ａ＝２ｌ×Ｌであり、
　　　　Ｐは、前記リフティング群に関連付けられた２値群環の任意の非ゼロ元である、
を備える符号器。
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